
　

南
ア
フ
リ
カ
（
以
下
「
南
ア
」）
に
お

け
る
中
国
人
移
民
は
三
〇
数
万
人
と
言

わ
れ
て
い
る
。
歴
史
的
に
は
一
九
世
紀

後
半
、
金
鉱
開
発
が
進
み
中
国
人
坑
夫

が
流
入
、
商
人
も
ポ
ー
ト
エ
リ
ザ
ベ
ス

や
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
入
っ
た
が
坑
夫

の
多
く
は
契
約
終
了
後
に
帰
国
し
た
。

　

そ
の
後
長
ら
く
中
国
人
移
民
は
中
断

し
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
を
容
認
し
た
台
湾
と

南
ア
の
経
済
関
係
拡
大
の
結
果
、
政
策

と
し
て
の
台
湾
人
移
民
受
け
入
れ
が
拡

大
し
た
。
特
に
一
九
八
〇
年
の
Ｐ
Ｗ
ボ
ー

タ
首
相
（
後
の
大
統
領
）
の
台
湾
訪
問

に
よ
り
そ
の
関
係
を
制
度
化
す
る
動
き

が
進
ん
だ
。
ま
た
一
九
八
四
年
憲
法
と
、

翌
年
の
居
住
地
に
関
す
る
法
改
正
に
よ

り
中
国
人
は
白
人
居
住
区
の
不
動
産
所

有
と
居
住
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

一
九
九
五
年
に
は
台
湾
人
移
民
の
流
入

は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
人
口
は
約
三

万
人
と
な
っ
た
。
同
じ
時
期
に
中
国
返

還
を
控
え
た
英
領
香
港
住
民
の
南
ア
移

民
も
増
加
し
、
こ
れ
は
一
九
九
七
年
、

香
港
返
還
の
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
一
万

五
〇
〇
〇
人
程
度
の
香
港
系
中
国
人
が

移
民
し
た
。

　

台
湾
、
香
港
出
身
の
移
民
は
高
学
歴

者
や
富
裕
層
も
多
く
、
特
に
ア
パ
レ
ル

縫
製
業
な
ど
軽
工
業
投
資
者
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
台
湾
、
香
港
出
身
の
投
資
家

は
、
旧
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
に
設
置
さ
れ
た

工
業
団
地
や
旧
黒
人
居
住
区
に
隣
接
す

る
工
業
地
区
に
投
資
し
た
。
台
湾
出
身

移
民
で
知
名
度
が
高
い
の
は
政
治
家
と

な
っ
た
シ
ア
ン
ビ
ン
・
ホ
ワ
ン
（
黄
士
豪
）

で
あ
る
。
ホ
ワ
ン
は
一
九
五
五
年
生
ま

れ
、
一
九
八
八
年
に
台
湾
よ
り
二
〇
〇

万
米
ド
ル
の
投
資
資
金
を
手
に
移
民
し

た
一
世
で
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
市
に
て
縫

製
業
を
起
こ
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
市
は
自
治
体
と
し

て
台
湾
企
業
へ
の
投
資
優
遇
措
置
を
制

度
化
し
た
こ
と
か
ら
、
一
九
八
〇
年
代

台
湾
企
業
に
よ
る
投
資
が
集
中
し
、
そ

れ
に
と
も
な
い
移
民
が
増
加
し
た
場
所

で
あ
る
。
人
口
約
四
〇
万
人
の
工
業
都

市
で
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
は
中
国

人
に
よ
る
企
業
、
約
二
〇
〇
〇
社
が
進

出
し
、
中
国
人
経
営
の
製
造
業
七
〇
工

場
が
立
地
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。

　

ホ
ワ
ン
は
一
九
九
一
年
に
ニ
ュ
ー

カ
ー
ス
ル
華
人
投
資
協
会
会
長
、
一
九

九
二
年
に
は
ア
フ
リ
カ
華
商
連
盟
総
会

長
と
な
っ
た
。
南
ア
が
民
主
化
し
マ
ン

デ
ラ
政
権
が
誕
生
し
た
一
九
九
四
年
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
イ
ン
カ
タ
自
由
党
に

入
党
し
て
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
市
議
に
当

選
し
た
。
一
九
九
六
年
に
は
副
市
長
に

昇
格
し
、
一
九
九
九
年
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス

ル
地
区
の
党
主
席
と
な
る
。
イ
ン
カ
タ

自
由
党
は
ズ
ル
人
の
集
中
す
る
ク
ワ
ズ

ル
ナ
タ
ー
ル
州
を
基
盤
と
す
る
政
党

で
、
民
族
主
義
的
な
政
党
の
印
象
が
強

い
が
、
台
湾
系
企
業
が
黒
人
の
雇
用
を

多
数
創
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ホ
ワ
ン

は
ニ
ュ
ー
カ
ー
ス
ル
に
安
定
し
た
政
治

基
盤
を
築
い
た
。
ホ
ワ
ン
は
そ
の
後
二

〇
〇
〇
年
に
は
離
党
し
、
二
〇
〇
四
年

に
は
与
党
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
Ａ
Ｎ
Ｃ

よ
り
総
選
挙
に
立
候
補
、
国
会
議
員
に

初
当
選
し
た
。

　

そ
の
他
の
中
国
系
政
治
家
も
全
員
が

台
湾
系
移
民
で
あ
る
。シ
ェ
リ
ー
・
チ
ェ

ン
（
陳
阡
蕙
）
は
一
九
五
五
年
生
ま
れ

で
台
湾
大
学
貿
易
管
理
系
を
卒
業
後
、

一
九
八
一
年
に
南
ア
に
移
民
し
た
一
世

で
あ
る
。
台
湾
系
企
業
の
英
文
秘
書
等

を
経
て
投
資
家
に
転
じ
、
縫
製
業
を
含

め
多
角
的
に
投
資
し
て
き
た
。
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
の
終
結
し
た
一
九
九
四
年
に

は
白
人
政
権
下
の
旧
与
党
国
民
党
を
継

承
し
た
新
国
民
党
Ｎ
Ｎ
Ｐ
に
入
党
し
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
市

議
に
当
選
、
二
〇
〇
四
年
に
は
国
会
議

員
に
当
選
し
た
。

　

マ
イ
ケ
ル
・
ス
ン
（
孫
耀
亨
）
は
幼

少
時
、
一
九
八
五
年
に
南
ア
フ
リ
カ
北

部
の
地
方
都
市
ピ
ー
タ
ー
ズ
バ
ー
グ
に

移
住
し
た
一
・
五
世
で
あ
る
。
父
親
は
や

は
り
縫
製
業
を
営
ん
で
い
る
。
ス
ン
は

サ
ウ
ス
ア
フ
リ
カ
大
学
法
学
部
卒
業
の

後
、
中
国
系
と
し
て
は
初
の
弁
護
士
事

務
所
を
開
設
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は

最
大
野
党
で
あ
る
民
主
同
盟
Ｄ
Ａ
に
入

党
し
、
二
〇
〇
六
年
の
地
方
総
選
挙
に

て
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
市
議
に
当
選
す
る
。

南
ア
フ
リ
カ
の
中
国
系
議
員

　
― 

台
湾
外
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ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ワ
ン
（
王
翊
儒
）

は
一
九
七
七
年
台
湾
生
ま
れ
で
一
九
九

一
年
に
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
移
民
し
、
一

九
九
二
年
に
は
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
に
て
台

湾
の
仏
教
慈
善
団
体
で
あ
る
慈
済
基
金

会
な
ど
に
関
わ
り
始
め
る
。
ケ
ー
プ
タ

ウ
ン
大
学
情
報
工
学
部
に
学
び
な
が

ら
、
九
八
年
中
国
人
学
生
会
会
長
と

な
っ
た
後
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大
学
情
報

工
学
系
助
教
、
ア
フ
リ
カ
台
湾
商
会
連

合
総
会
事
務
局
長
、
同
青
年
部
会
長
、

世
界
台
湾
商
会
連
合
総
会
青
年
会
議
所

事
務
局
長
な
ど
台
湾
系
移
民
団
体
の
職

を
歴
任
し
て
い
る
。

　

ワ
ン
は
二
〇
〇
三
年
に
野
党
独
立
民

主
党
Ｉ
Ｄ
の
設
立
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
党

代
表
パ
ト
リ
シ
ア
・
デ
リ
ー
ル
と
知
己

と
な
っ
た
こ
と
で
独
立
民
主
党
Ｉ
Ｄ
青

年
部
会
に
参
加
し
た
。
二
〇
〇
四
年
総

選
挙
で
Ｉ
Ｄ
の
推
薦
順
位
七
位
と
な
り

当
選
、
二
六
歳
の
最
年
少
国
会
議
員
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
が
、
翌
年

に
は
離
党
し
Ａ
Ｎ
Ｃ
へ
移
り
二
〇
〇
九

年
ま
で
一
期
を
務
め
た
。

　

台
湾
、
香
港
出
身
者
の
流
入
は
そ
の

後
一
九
九
七
年
を
境
に
急
減
し
た
。
同

年
七
月
に
は
香
港
が
中
国
に
返
還
さ

れ
、
一
二
月
に
南
ア
は
台
湾
と
国
交
を

絶
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
香
港
が
中
国
の

一
部
と
な
っ
た
こ
と
で
、
南
ア
政
府
は

北
京
と
の
国
交
な
く
し
て
香
港
と
の
関

係
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
香
港
間
の
航

空
路
や
在
香
港
南
ア
領
事
館
の
維
持
が

不
可
能
と
な
り
、
長
期
的
な
対
中
経
済

関
係
の
拡
大
を
見
越
し
た
結
果
、
台
湾

と
の
外
交
は
絶
た
れ
、
一
九
九
八
年
一

月
に
北
京
と
の
外
交
関
係
が
開
設
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
、
台
湾
か
ら
の
南
ア
移

民
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
、
三
万
人
の
台
湾

系
人
口
は
今
日
六
〇
〇
〇
人
に
ま
で
減

少
し
て
い
る
。

　

断
交
後
、
多
く
の
台
湾
系
人
は
第
三

国
へ
移
民
し
、
ま
た
台
湾
経
済
の
好
況

や
台
湾
Ｉ
Ｔ
産
業
の
興
隆
に
よ
っ
て
賃

金
条
件
が
南
ア
よ
り
も
よ
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
台
湾
へ
の
帰
国
も
進
ん
で
い

る
。
香
港
系
移
民
も
中
国
返
還
後
の
状

況
を
み
な
が
ら
帰
国
の
途
に
つ
い
た
者

も
多
い
。

　

そ
の
後
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
台
湾

系
、
香
港
系
の
激
減
し
た
南
ア
に
は
大

陸
中
国
か
ら
三
〇
万
人
の
移
民
が
流
入

し
中
国
系
社
会
は
変
革
し
て
い
る
。
北

京
語
話
者
な
ど
の
新
移
民
が
大
量
に
流

入
し
始
め
た
こ
と
で
、
英
語
話
者
で
あ

る
老
華
僑
グ
ル
ー
プ
と
台
湾
移
民
一
・

五
世
は
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
危
機

に
晒
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

　

マ
イ
ケ
ル
・
ス
ン
の
弁
護
士
事
務
所

で
は
今
日
、
そ
の
業
務
の
八
割
が
中
国

人
が
関
わ
る
法
手
続
き
や
調
停
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
南
ア
フ
リ
カ
移
民
局
や

南
ア
フ
リ
カ
警
察
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ

警
察
か
ら
新
移
民
が
受
け
て
い
た
嫌
が

ら
せ
や
金
銭
要
求
が
問
題
視
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
ス
ン
は
弁
護
士
と
し
て
、

ま
た
市
議
会
で
も
新
移
民
の
安
心
安
全

な
環
境
の
実
現
に
東
奔
西
走
し
て
い

る
。英
語
話
者
の
少
な
い
新
移
民
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
移
民
当
局
や
行
政
執
行
機
関

と
の
間
で
弱
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
は
事
実
で
、
強
硬
的
な
行
政
執
行

の
問
題
が
現
地
の
中
国
語
新
聞
「
非
洲

時
報
」
や
「
南
非
華
人
報
」
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

ス
ン
は
中
国
系
の
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
に
顧
問
と
し
て
招
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
新
移
民
の

投
資
家
が
中
心
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
た

新
中
華
街
の
自
警
組
織
で
あ
る
「
西
羅

町
（
シ
リ
ル
デ
ィ
ン
）
唐
人
街
警
民
委

員
会
」
や
、
中
国
政
府
の
主
導
下
、
台

湾
と
中
国
の
統
一
を
目
指
す
「
全
ア
フ

リ
カ
中
国
和
平
統
一
委
員
会
」
に
も
台

湾
系
南
ア
人
で
あ
り
な
が
ら
顧
問
と
し

て
参
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
台
湾
系
政
治
家
の
最
近
の
動

向
を
み
る
と
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ワ
ン

は
Ａ
Ｎ
Ｃ
入
党
後
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
地
区

を
担
っ
て
い
た
が
二
〇
〇
九
年
総
選
挙

で
は
党
内
推
薦
順
位
が
予
想
当
選
ラ
イ

ン
以
下
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
立
候
補
を

断
念
し
た
。
現
在
も
Ａ
Ｎ
Ｃ
党
員
と
し

て
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
を
基
盤
に
地
道
に
活

動
は
続
け
て
お
り
二
〇
一
三
年
総
選
挙

で
の
立
候
補
を
目
指
し
て
近
年
は
最
貧

困
地
区
の
カ
エ
リ
チ
ャ
で
地
区
社
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ホ
ワ
ン
は
国
会
に
て
貿
易
投
資
委
員

を
務
め
て
い
た
が
二
〇
一
〇
年
に
南
ア

で
開
催
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
を
自

ら
所
有
す
る
縫
製
企
業
で
受
注
し
、
中

国
の
搾
取
工
場
に
安
値
で
委
託
生
産
さ

せ
て
い
た
こ
と
が
広
く
非
難
を
浴
び
て

党
内
や
国
会
で
の
要
職
か
ら
降
り
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

も
う
一
人
の
一
世
議
員
で
あ
っ
た

ユ
ー
ジ
ニ
ア
・
チ
ャ
ン
（
張
希
嘉
）（
イ

ン
カ
タ
自
由
党
）
は
二
〇
〇
四
年
に
初

当
選
し
た
が
、
台
湾
で
の
税
逃
れ
等
に

よ
り
検
挙
さ
れ
二
〇
〇
九
年
に
党
よ
り

除
名
、南
ア
の
政
界
よ
り
退
い
た
。シ
ェ

リ
ー
・
チ
ェ
ン
は
二
〇
〇
九
年
総
選
挙

を
目
前
に
党
よ
り
推
薦
を
取
り
付
け
る

こ
と
が
で
き
ず
や
は
り
引
退
し
た
。
台

湾
系
政
治
家
の
活
躍
と
引
退
劇
は
流
転

し
た
台
湾
・
南
ア
関
係
を
表
す
か
の
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
一
・
五
世
以

降
の
台
頭
と
活
躍
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
あ
る
。

（
よ
し
だ　

え
い
い
ち
／
横
浜
市
立
大
学
）
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